
 

 

 

 

 

 

芦刈観瀾校「学びの７本柱」 
本校では、子どもたちの学力向上に向けた取
り組みの１つとして、学びに向かう姿勢の確立を
目指して「学びの７本柱」を設定しています。 
どのきまりも基本的なことばかりですが、まず
は、こうした生活習慣・学習規律をしっかりと身に
付けさせることで、子どもたちの学力を高めてい
きたいと考えています。 
合わせて、文部科学省が掲げる「主体的・対話
的で深い学び」の実現に向けて、教員による授
業改善も図ってまいります。 
今年度も、ご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。 
 

交通安全教室を行いました 
４月１８日（金）に、１年生から９年生まで交通安全教室を行いまし
た。芦刈町交通安全協会の方々や警察署、派出所などの皆様にご来
校いただき、自転車点検と自転車の乗り方、横断歩道の渡り方など学
年に応じた指導をしていただきました。 
登下校や地域での生活の中で子どもたちが事故に遭うことがないよ
う、また、自転車による交通被害事故はもちろん、加害事故を起こさな
いよう指導を続けていきたいと思います。早朝より準備をしていただい
た芦刈町交通安全協会の皆様、本当にありがとうございました。 
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人権教室について 
本校の小学部では、毎月「人権教室」を行っていきます。人権・同和教育担当の兵動先生を中

心に、各月設定されたテーマに沿って実施します。指導形態は、全校、上/下学年別、各学級と、

月によって異なります。 

４月１７日は、「人権ってなあに」というテーマで、各学級

で、担当者が作成したスライドを使って学習しました。 

はじめに、人権教室では「自分を大切にすることやほかの

人を大切にすること」などについて学んでいくことを確認し、

人権とは、「一人ひとりが生まれたときからもっている“自分

らしく生きる権利”」であることや、人はみんなたくさんの権

利をもって生まれてきた「とっても大切な人」であることにつ

いて、子供たちに話をしました。 

また、たくさんの権利のなかでも「安心」「自信」「自由」

は特に大切な権利であることや、これらの権利が誰かの手

によって奪われそうなときには、一人で頑張らず、誰かに助

けを求めてよいのだということについても話しました。 

 すべての子供たちが、自分やまわりの人を大切にする心を

もち、学校が「みんなが安心して過ごせる場所」になるよう、

年間を通して指導していきます。 

 
 

今年度の委員会活動が始まりました 
本校の小学部には、運営、図書、生活・環境、保健・体育、給食、ボランティア、放送の７つの委

員会があります。第１回目の委員会では、各委員会の委員長を中心に、年間計画の確認や４月の

活動について話し合いました。その後、早速、学校のための活動に取り組む姿が見られました。 

１年間、それぞれの仕事に主体的に責任をもって取り組んでほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月２３日（水）はお弁当の日です！ 
４月２３日から３日間、９年生は広島・山口方面へ修学旅

行に行きます。２４日は、７年生は長崎県佐世保市へ、８年生

は熊本方面への修学旅行です。 

そのため、２３日は小学部の給食はありません。お手数で

すが、子供さんにお弁当を持たせてください。どうぞよろしく

お願いいたします。  ※お箸もお忘れなく！ 


